
蓮根腐敗病防除試験

商門義一・渡辺清志

緒 言

本病は本邦何れの蓮根栽培地にもほとんど例外なく発生し10-30%あるいはそれ以上の被害が

ある. そむのみでなく堀取りの際に発見出来なかった軽度の被害蓮根が市場仁出荷された後， 庖

踊で腐敗していることも多い. かよう仁被害が甚だしし1ので栽培地は衣第に新地待仁移動している

が，新栽培地仁おいても 2-3年あるいは数年後に相当の発病が見られることが多い. しかも蓮根

の栽培地は他の作物の栽培が困難な地区である実肢から考えても本病の早念な防除対策が必要

である.

そこで本病の防除試験を行なう仁当って蓮根の性般を調査したところ地下茎の伸長範囲がかなり

広〈数米に及ぶ.そのためポット試験等は困難である.筆者等は広商積の闇場を使用することが最

も望ましいことであると考え一区30坪t1.上の耕地を使用することにした.

土壌消毒の方法も地下 20-3Ocm の深所まで処理しなければならないのでt 相当多量の薬剤が，~.

要となるが，との場合高価な薬剤の使用は実際問題として不可能である. このような困難な問題を

前にしてます考えられることは，健全な蓮根を栽培するということであるが，今一つは安価な薬剤によ

る防除である. 蓮根の栽培には相当多量の窒素質肥料を必要とし硫酸アツモニヤで数十貫仁およ

ぶ施肥をしているところがほとんどである. この肥料の大字は元肥として使用してやるので殺菌カのあ

る肥料を使用することが望まし~.これ仁該当する窒素質肥料には強力な殺菌カを有する石荻窪素

がある(真木，根岸， 1935.松本， 1947等).

筆者はこの石友窒素を蓮根植付制こ病原菌仁対して最も有害な方法(ヂジヤツヂアミドを多く発

生する〉で施用し土壌消毒剤として使用すると共に窒素質肥料の元肥として役立たしめた. 以下

ポットおよび圃場試験について結巣を報告する.

なお本実験を行うに当り御協力を得た倉敷市連島町武政忠市民，柳井寄一氏および藤岡商事

株式会i仕前西千代三氏に謝意を表する.

ポット試験

i.実験方法および材料

供試ポットはセメγト製で円筒形，直径2尺深さ 2尺5寸の井戸筒に底を付け土中に埋捜した

ものである.昭和26年仁は1区から7区までに病土 (40-70%櫨病蓮田の土〉を入れ無病蓮根

を植えた.8区9区および 10区仁は無病の水田土を入れた.第1区は健全な蓮根を植えて標準区

とした.第2区は石炭窒素を乾回扶態で反当 30貫施用した.第3区は石友窒素反当30買を乾

燥扶態で施し直ちに湛水し数日放置した.第4区はセレサソ反当6貫と石炭反当30貫を混合使

用した.第5区は生石次を反当 60貫乾田扶態で施用し湛水した.第6区は水酸化鉄粉(水酸

化鉄を30-40%含有する柵原硫化鉱山の坑道排水に石次を加えて水酸化鉄を沈澱乾燥させた
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もの〉を反当 300貫施用した. 第 7区は健全蓮根を植えて標準区とした. 第 8区は穣病蓮根を

温湯処理した〈第2表〉ものを定植した・第9区は石炭乳処理 (7](1斗石友2.5貫〉した擢病

蓮根を定植した.定植日は5月5日である.

昭和 27年には第1区を前年同様とし，第2区は石次窒素反当 30貫を撒布し後温水. 第 3

区は石炭酸反当 5kgを7](仁溶解して施用し直後湛水した.第4区は前年同様セレサγ石友を.

第 5区は水酸化鉄粉反当 200買を. 第 6区および第7区は土壌中に稲藁培養の病原菌を接種

し，第6区仁は水酸化鉄粉反当 200貰，石灰窒素30貫を併用した.第 7区は接種標準区とし

た. 第 8区は石fX.反当 200買を施用した. なお昭和27年に使用の土壌も擢病蓮回の耕土であ

る.その結果は第1表仁示す.

本病原 Jj'usarium菌の死滅温度については前に試験したが，

第2表のようである.

重量考のためにその結果をかかげると

蓮根腐敗病防除ポット試験第 1表
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備考 27年度の第6区第7区は稲葉仁培養した病原菌を土援に接種した.

巣

第 1表に示した如く最高の消毒効巣を表わしているのは昭和26年の実験の場合，石衣室素の施

用区で被害1.1%と0.9%である.ヲえいで生石次60貫を施こした第5区で被害1.4%であった.

それに反してセレサシと石友の混用区では 60.0%を示し，標準区よりも多く発病してやる. 一方病

根の消毒区じおいては被害蓮根は1本もなかった.

27年度の結果では，第3区の石提酸を反当 5kg使用した場合に最も被害が少なく，弐いで前
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第 2表 病原菌および蓮根の苑減温度

慮理時間 480C 50 52 54 56 58 60 62 

分 + + + + + 
'/ + + + 土

f/ -ト + 土

.1/ + + + -ト

蓮 .1/ + + + + 
// + + 

備考 1)蓮根の予浸湿度は処理温度より4度低くし 10分間行った.

2)使用蓮倶は発芽開始前のもの.

3)病原菌は Fusariumbulbigenum var. nelumbcolllm NisiK. et， Watan. 

年同様石友窒素を湿回航態で施用した区が良かった. 水酸化鉄粉および石次を使用した区もかな

り良かった.セレサγ石友は前年度と同様に標準区より悪るく牧雄皆無という扶態であった.栢藁に

増養した病原菌を土中に接種した第6区および第7区での実験の場合， 水酸化鉄粉反当300貫

石炭窒素反当30買を併用したものは標準区(第7区〉仁比較して牟数の被害を見たのみである.

本病坊除実験において，第2区および第3区の石次窒素描用区は発病率が非常に少なく0.9.....，

1.1 %，27年度20.0%を示した.セレサン石友施用区は標準区以上の発病率60.0%および1∞
%を示している. このセレサγ石友の区の場合あるいはその他の場合でも植付た時の蓮根の種棋がは

たして健全であったか否か肉眼的には判明し難いことであるし， また施用薬剤が少量であったため充

分に土壌に混和しなかった事も大きな原因になっていると考えられるが， 27年度も同ーの結呆を得た

のでセレサγ石次は消毒効巣が劣性なものと，思われる. しかし室内実験(後日報告〉仁於いて分生

胞子および菌糸にかなり強い殺菌作用を有してやるので， さらに実験を試みる必要が残されている.

石友窒素が相当強力な殺菌力を持ってやるとやう事は今迄多くの人によって立証されて来た事で，

ここであまり説明の必要はないが，これを土築中仁施用した場合中間生成物としてヂシヤシヂアミド

を発生する. このガス体物質は菌類仁対しても相当強力な殺菌作用を有しているので，かなりな効

巣があったものと考へて間違いあるま~").

本実験仁おいて殆んど殺菌カのない水酸化鉄扮(柵原肥鉄〕の施用区が，被害率26年度30.0

%， 27年度22.2%とかなり良い効巣を見せているが，これは蓮根の伸長仁伴なって生じた僅かな傷

が酸化鉄の薄膜で被覆され殺菌力はないまでも傷害部からの病菌の侵入を防止したものと恩われる。

(本病菌は傷害部から最も良〈侵入する).

27年度には前年度良い精巣をえた石衣室棄と水酸化鉄粉を併用した試験を行なったところ非常

仁良い結巣をうることができた(この併用の動機については闇場実験の処で説明する).

また地上部から見た被害程度(葉および葉柄の被害〉でも大体その結巣はわかるが， 本実験の

場合，実験途中に強風のため葉柄が折損したので相当の誤差を生じた. しかし本実験は蓮根の植

性に比しあまりにも小面積をもって行なったため，充分な実験とは云えず， また2回のみの結巣をも

ってこれを結論することは出来な~ので，さらlこ大きな面積での実験結巣について論ずること仁する.
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水酸化鉄粉利用による腐敗病防除試験

i.実験方法および材料

腐敗病が多く発生する地方の漣根栽略国の土質を調査して見たところ， 鉄分の多く含まれてい

る赤味を帯びたどころでは発生が非常に少なく， 濃緑黒色を思わすような土質の処〈堀り取った蓮

根の表面仁酸化鉄の附着していないような処〉ではその発病が多~"'I. そこで発病の多い土地に水酸

化鉄粉を施用して前記(ポット試験および発病地調査〉の事実および防除効巣の程度を知るため，

2反歩の蓮田を使用して実験した.反当施用量は200貫である.調査面積は 5坪 5ケ所，計25

坪であった.調査対象の蓮根は親蓮根
第3表水酸化鉄粉利用による腐敗病防除試験〈第1回)

のみである.

調査結巣は第3表および第4表仁 健全蓮根数 250 

示す・ 水酸化鉄粉施用区
病 根 数 51 

中途より病菌侵入 10 

ii.実験結巣

第 3表および第4表に示した如<，

多少の効巣を表わしている.第1実験

の場合施用区は無施用区より前年度

蓮根の牧穫が数十日早くしたがって施

用区では8月下旬に湿回扶態で堀り

取られているので，堀り取った後地がよ

く練られ土中の室気間隙が少なく， し

たがって酸素含量が少なし、. 一方無施

用区は翌年1月上旬に堀り取っている

ので，堀取の時および堀取り後は乾回

航態である.したがって堀取った後地は

空気間際が非常に多く土中の酸素含

量は多い扶態であった.本実験の場合，

寄生病原菌は Fusarium bulbigenum 

var. nelumbicolum，あるいは二女的

仁寄生すると考えられる細菌〈堀氏は

Bacillus nelumbii Uyedaとした，1908)

である. この両菌はいづれも好気性菌で

あり土壊中の空気間際の多少が土中で

の害菌の繁殖生存に大きく関係するこ

とは云うまでもない. この事は先に報告

した発生地調査〈第1報〉からも明ら

病根百分率 20.4 

健全蓮線数 230 

無施周区
病 根 数 90 

中主主より病菌侵入 40 

病根百分率 39.1 

備考味駿化鉄粉施用日26年2月413"

il根樋付は26年4月25日.調査12月2日

第4表水酸化鉄粉利用による腐敗病防除試験(第2回)

区 見IJ 調査数 被害数 被害事

1) 258 

2) 312 
水酸化鉄筋施用区

3) 299 

卒均

1) 269 

2) 299 
無 施 用 区

3) 285 

平均

備考 1)水酸化鉄粉施周目

2)蓮根極付

3)調 査 日

54 20.9 

45 14.4 

59 19.8 

18.4 

58 26.3 

79 26.4 

85 29.7 

27.5 

27年3月1日

27年4月23日

28年1月9ー10日

かなことである.土壌中を冬期の間〈蓮根の休作期〕無酸素欣態仁して置けは呼吸作用の不完全

から多くの病菌は死滅してゆく.もしもこれが酸素含有量の多ひ地であるならば土中温度は，冬期で

も50C以上保ち得るため，病原菌は繁殖または生存するものと考えられる.本病害の内細菌によっ

て〈堀， 1908;周回， 1922) 二夫的に発病するものは主として外部どく仁傷害部より侵入している
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ものが多〈認められる.この細菌は無芽胞，無胞嚢の周毛薗である. これから見ても，

堀上げ，土中酸素量を少なくして置く方が発病の少なしてとは明らかなことである.

当実験で被害蓮根の少なかった施用区は前年度湿岡朕態で掘り取っているので，土壌はよく練

られ土中の酸素含量は少なく，したがって病原菌数は非常仁少なくなっているものと考えられる. 以

上の止うな実般から， この実験仁よって効巣があったか否かはいし1難やが施用区の蓮根の表面には酸

化鉄が薄膜扶に付着し， 病菌が傷または外部から侵入したと見られるものが非常に少なく 290本の

蓮根中10本，無施用区では 300本の蓮根中40本の被害数が見られた.

湿田扶態で

A地仁於Itる石灰窒素その他の利用による腐敗病防除圃渇試験第 5表
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.第 2実験(第4表〕の場合は水酸化鉄粉施用区で 18.4%無施用区で27.5%の極病率が早ら

れた.これらの結呆から見て，他に種身の欣件もあると思うが，第2実験の場合土壌般相ま殆んど

同一である. したがって全く効果のないものではないと，思う. また第1報に報告したよう仁鉄分を多

く合ゐだ土地仁おいて被害の少なかったのも偶然ではないよう仁考えられる.しかしどこの土地において

も水酸化鉄粉の施用が有効であるとはいい得ない. このこどは水酸化鉄粉の性質そのものを考えて

も明らかに考えられることである。

腐敗病防除圃場試験

i.実験方法および区劃

数十町歩にわたる蓮根の集団栽培地である倉敷市連島町において武政忠市民の蓮田一反歩ま

たはこ反歩を試験に供用した. 用地は南北に長さ約50聞巾約6聞の長方形の聞でこれを 10区に

区劃した. 従って各区の長さ 5x 6問 30坪である. 境界には巾約1.5尺の板を挿入した. その

各区は幸夫の遁り処理した.

第 l区，は石次200貫〈反当以下同じ〉を乾田扶態で施用し後撹枠した.第2区は水酸化鉄

粉〈柵原肥鉄) 200貫， 第 3区は石次窒素20買を撒布しI宣ちに湛水捜枠して石友電素分僻

中間生成物ヂシヤソヂアミドの発生を助長した. 第 4区は第3区問機仁石炭窒素40貫を施用し

た.第5区は水酸イ峨粉100貫と石次窒素20貫を併用し前区同様に行なった. この場合水酸化

鉄粉は石荻窪素施用の3日前に散布した. 第 6区は第5区同様にして石炭窒素を 40貫使用し

た. 第 7区は水酸化鉄粉 100貫石次望素20貫，石次 100貫の3種を併用した.第8区および

第 10区を標準区どした.第 9区は石次窒素70貫を施用した.各区共処理後 1週間は湛7.k扶態

仁保ちその後は自然乾燥を待って乾回扶態とし， 1ヶ月開放置してヂジヤツヂズミドを令解せしめ，

完全に無害欣態どなして蓮棋を定植した. 植付前にはさを区の窒素量を同ーならしめるため， 硫酸

アツモニヤを第2区第8区および第 10区に 1貫，第3区および第5区に 500匁を施した.植付種

根は各区共5貫とした. 以上の方法で同一土地を使用し3ヶ年関連続試験した. その結巣は

第5愛仁示す.

第 6表 B地に於ける石灰窒素その他の利用による腐敗病防除周場試験

年度区別 慮 理 開j .<t 葉柄枯
反当量死朕態調査数後容数・被害事防除率

1 I区 ' .~ j1( 滋胸.. 幡 l6a*' 111* 帥A曽 1.' 崎
2 区 クロ ルカルキ 10kg -¥t十 183 105 57.4 14.6 

3 区 石 友 窒 繁 20貫 +十十 197 71 38.8 42.3 

4 区 石 2正 窒 事民 40貫 + 167 45 26.9 60.0 

寸・ 5 区 水酸化鉄粉+石友重量繁 1∞+20貫+ 145 41 28.3 57.9 

水酸化鉄粉+石 tx~ 素 100+40貫+ 172 40・23.3 65.3 

7 区 水酸化鉄粉+石灰窒素+石tx1∞+20+100貫+ 177 59 33.3 50.4 

8 区 標 準 一 柵 180 121 67.2 。
9 区 右 友 蜜 型賢 70貰 tt 177 48. 27.1 59.7 

10 区 石 tx 窒 ~ 50貫 tt 194 51 26.3 60.9 

ー11- (61) 



-昭和29年度および30年度に行なったクロールカルキおよびルぺロツの施用樹立， 少量の7Kt溶

解した薬液を撒布し後檀枠して浅く湛7Kした. 粉末ホルマリンは乾聞紙態で撒布撹枠後1日して

温水した.石衣室素と併用の場合住， ホルマリツ， カルキおよびjレペロツを先に施用し， 2日後に

石友窒素を施用した. その他の方法は前実験と同様である. その結巣li第6表および第7表に示

す.

各種薬剤の利用による腐敗病防除圃場試験第 7表

葉柄枯
死欣態

防除率

2.7 

36.9 

51.7 

11.6 

47.4 

52.2 

0 

6.3 

被害寧

57.2 

37.1 

28.4 

52.0 

30.9 

28.1 

58.8 

55.1 
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反当量

lOkg 

40貫

40貫+5kg

5kg 

40貫+10kg

40貫+5kg

名

粉末ホルマロン

石1J(.釜紫

石荻窪索+カルキ

ルペロ;)" (粉)

石1J(.m~+粉末ホルマロシ

石荻窪索+ルベロル(粉〉

標 準

ルベ1=!;)"+粉末ホルマ Pン

育日理盛主}lO 

区

区

区

区

区

区

区

区

区

噌

A

n
，“内
d
a
a宮

F
a
n
o
n

，。。 5kg+10kg 

初年度の実験で葉の枯死扶態から見た場合，石友窒素を反当40貫と水酸代鉄粉3∞買を施

した第6区が最も成績よく枯死扶態は f+Jを示した. 次いで石~窒素 70 貫の第 9 区および水

酸化鉄粉と石次窒素20貫の第5区，ならびに石衣室素40買の第4区が良くr*Jを示していた・
さえぎ仁堀取った蓮根での調査を見ると，腐敗率の一番少なし1のは第6区の水酸化鉄粉 100貫と

石茨窒素40貫を併用したもので被害率は 9.86.%であった.防除率li83.5.%となっている.ヨえいで

石8(窒素40貫を施用した第4区で被害率は11.9.%，防除率は80.1.%，女仁水酸化鉄掛100

貫石炭窒素20買を併用した第5区が良<18.7.%の被害で防除率は68.8.%となった. 次いで石

次200買を施用した第1区の19.78.%および石衣室索70貫の第9区で19.9.%の被害率となっ

ている. これら仁比し石衣室索20貫，水酸化鉄粉100貫石友100買を併用した区では， かなり

多く発病し，防除率は， 42.%であった.

同一圃場を利用して行なった28年および29年度の実験を総合的仁見ると， 標準区では殆んど

発病率は変化せず被害程度が非常に進んでいる. 第4区， 第9区，第7区および第6区では年

そ々の発病率が低下している. 第10区の標準区では非常仁発病が高くほとんど牧穫皆無の扶態が

実験開始前より続いていることがはっきりとわかったので， 29年度仁はこの区に石次窒素を反当 40

貫施用して見たところ20.4.%の発病率，防除率61.9.%と良い結果を示した.昭和30年度(第

6表〉は数年間平均的に発病している新しし1圃場を使用して実験を行なって見たところ， 第6区

(石友窒素40貫，水酸化鉄粉1∞貫を併用)，第4区(石次窒素40貫)， 第9区(石友輩

素 70貫)および第 10区〈石友量素50貫〉が良い結果を示した.その他29牛度および30年度

仁室内実験で強力な殺菌カを示したクロールカルキ，ルベロツおよび粉末ホルマリツを使用して実験

して見た処， (第7表〉石友量棄の効巣にはおよばなかったが， 石荻窪素とカルキの併用(施用

tl:別々 に行なう〉および石炭窒素とルベロンの併用区仁おいてかなり良や結果が得られた.

巣結験ii.実
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iii.考察

石友窒素がその使用法仁よっては弼敗病原菌lこ対しその殺減または発育抑制に相当効巣のある

こをが認められた. これら石灰窒素の利用による土壊消毒について真木および根岸 (1935)氏が桑

の紫紋羽病にウスブルツ， 昇宗，クロールピクリツ，生石炭，クロール石友，硫酸銅，ご硫化決

素，硫黄合剤，フォルマリソ，クレオソート乳剤，石友窒素等， 26種の薬剤を使って実験を行な

ったところ， 石次窒素が強力な消毒効果を表したと報告し， 松本 (1947)氏も石次窒素が間接

的に土壌消毒仁有効なこどを報告している.また石友電棄を土中に施した時の分解法について，友

広(1926)氏は石友輩素が加水分解して可溶性の酸性カルジユム ・ジアナミド (Calciumcyana-

mide)と水酸化石次を生じ， この酸性カルジユム ・ジアナミドは極めて不安定な一反応の中間体

と考えられ其の存在が想像されるのみでこれが「カルシユムJと「ジアナミドJに容易に:分離するもの
とされてやる. この遊醸せられたシアナミド (cyanam地)は尿素となり共~でアンモ二ヤと変化して行

くが，その分解中に， 中間生成物としてヂジアγヂアミド (dicyandiamide )が生成される. このヂ

ジヤツヂアミドの発生量はその時の般態仁よって異なる. これ仁ついて Pranke(1927)氏は分解時

聞が長いほど発生量が多い.この分解時間を長引かすものには，低温， 水酸化マツガン， 水酸化

鉄等があると報告している. また川島 (1919)氏は砂土， 腐植土酸性土壌， または強塩基性土

獲量は石友窒素の分解を遅らせ，ヂジヤソヂアミドの発生を促進すると報告している.

E. M.. Crowther and H. L Richardson (1932)および手島 (1922)氏等仁よれば土壊水

分過多の時仁ヂジヤンヂアミドが多く発生せられることを報告している.友広 (1936)氏は土壌中に

多量施せばヂシアンヂアミドの発生が多いと報告してやる.

石衣室素の主成分，カルジユム ・ジアナミド自体も相当強力な殺菌作用を有しているが，それ以

上仁ヂジヤツヂアミドは強力な殺菌作用を有してやる. このヂジヤソヂアミドの生成は前記したよう

仁，土壌中に多量仁施された時， 低温の時，砂土の時， 虜植土の時酸性または温基性土壊およ

び湿田に施された時に多い. そこで当実験地を見ると相当の腐植土であり反応は pH.5.2であっ

た. このような蹴態であるから反当20-70貰の石次窒棄を使用すれば相当多量のヂジヤンヂアミド

が生成されるものと，思われる.また最少量の石次窒素から最多量のヂジヤγヂアミドを発生せしめると

共に蓮根の表皮に出来た傷を酸化鉄の薄膜で覆い病菌の侵入を困難ならしめる意味から水酸化鉄

紛を使用した. もしも土壌が中性または徴塩基性である場合には第5表から見てもわかるように水

酸化鉄粉100貰，石友窒素20貫，石次100貫を併用した区 (pH.6.9)のよう仁効巣の出現

が遅れている.これは前にも述べたようじ 石iX.施用のため土壌が中性または塩基性化したため，ヂ

ジヤツヂアミドの生成量が誠退し速やかに尿棄に変化したためと，思われる.

石灰窒素を多量に施した場合ヂジヤツヂアミドの生成量が多くなるところから，反当70貫(試験

第7区〉の施用を試みたのであるが，昭和27年度19.9%，28年度14.8%発病して居り， 40貰

施用区にも劣っている. これから見ても過度の施用をしても施用量に比例した効巣はないものと思わ

れた. しかし殺菌効果は少量施用のものに優っているため年kその発病は減少している. 次に水酸

化鉄粉を使用した場合， そのもの単独では酸化第二鉄の形で土嬢中に存在し， 蓮根の表面に薄

膜となって付着し傷部からの病原菌の侵入を困難ならしめるのみで，何等殺菌カを有していなし1ょう

である. しかし， これを石衣室棄と併用しこと嬢中に施した場合， 土壌を幾分酸性化するためと，

前述のように水酸化鉄が石友電紫に作用してヂジヤツヂアEドの生成を助けるため， その発生量は

多く， したがって良い結巣を示したものと考えられる.要するに1.1<般化鉄はこう言う二つの間接的効
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果を持つものと思ってよいのであろう. 本実験から見て石友窒素位相当量の窒素を含有して居り，

その内の1/3がヂジヤツヂアミドに変化しー不要になったとしても， 残り 2/3は窒素質胞料として利用

せられるために，反当 40貫もの大量を施せば元肥としての施用量は充分であり， しかも土築消毒の

効巣も上げ得ることになり， 雑草の発生量も軽減することが出来るので土嬢消毒剤!としてかなり安

価に使用し得るものである.

水酸化鉄は土嬢の老化を防止すると共仁贋敗病菌の蓮根侵入を聞難ならしめ，ヂジヤツヂアミド

の生成を助けるし，価格も安いのでその使用をためらう必要はないであろう.

次仁葉柄の枯死扶態より見た効果と蓮根そのものの荷敗扶態から見た効果とに幾分の相異が認

められるが， 葉柄は風その他生理的および物理的作用により枯死したものが含まれているので， これ

を持つτ決定的な結巣とは言えない. やはり堀り取った蓮根によって調査したものが決定的なものと
思うので，本報告では主としてこの堀り取りの結巣について考察した.なお葉柄の枯死扶態により調

をしたものは早期に実験結呆を知らんがために行なったものであり， これによっても， 大体の効果は

認知し縛るものであると恩われる.

~述べたように植物仁対して有害であるため作物に使用する場合かなりの注意を必要とする石

友窒素を最も有害な方法で他の方面特に蓮根腐敗防除に使用する場合相当有益なものとして使

用出来るものである.

摘 要

1)腐敗病防除試験に供用した消毒剤は石友窒素，クロールカルキ， 掛末ホルマリツ，ルベロ

ツ，セレサツ石友，石炭酸，生石d(，水酸化鉄粉等である.

2)ポヴ卜試験では右茨窒素 (30貫)と水酸化鉄粉 (200貫)の併用区，石灰窒素 (30貫〉

区および生右次区は殆んど被害がなかった.

3)水酸イ強粉も直接的な効期まあまりなかったが，予防効果および補助効果を示した.

4')踊場実験の場合，水酸化鉄粉と石友窒素J)併用(100貫:40貫)区，石次空素 (40貫)

区，水酸化鉄粉，石友窒素，石灰の併用 (100貫:20買:100貫〉区が良い結果を示した.

5)薬剤の中では)vぺ口ツが多少よく他は殆んど効巣がなかったが， 石灰窒素とカルキ (40貫:

5kg)，石~窒素とルペロ:〆 (50貫: 5 kg)を併用したものは良い結果が得られた.
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